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　南魚沼市の魅力にひかれて、実際に移り住まれた人の声を紹介します。

シリーズ「南魚沼への移住と定住」

南魚沼市に暮らす しあわせ
9

移住・定住促進に関する情報や、実際の移住者の声をお届けします
� 【問合せ】　地方創生推進室　☎773－6659　

　今回お話を伺ったのは、この地の山々に魅せられて2007
年に移住し、気軽に宿泊を楽しめるB&B「六日町ヒュッ
テ」を開業した細井陽介さん（岩手県出身）・彩絵さん（新
潟市出身）夫妻です。
B&B �　‌�ベッド・アンド・ブレックファストの略で、夕食を

つけず朝食のみを提供する宿泊施設
Ｑ 南魚沼市に移住したきっかけはなんですか？
A 岩手県から新潟市の専門学校に入学し、卒業後に山梨県
など各地を転々とした後、新潟市に戻りました。その後、
山の近くで暮らしたいという思いが強まったことと、南魚
沼市に友人ができたことが移住のきっかけです。
Ｑ 宿泊施設（B&B）を始めようと思ったのはなぜですか?
A もともと宿をやりたいという思いがありました。生活の中で多くの時間を割くのは仕事なので、
小さなころから自分で楽しく、好きだと思える仕事をしたいと思っていました。ただ、宿の経営は
初期投資が大きく無理だと思っていました。ちょうど子どもが大きくなってアパートから引っ越そ
うと一軒家を探していたところ、友人からこの物件を紹介してもらい、購入を決断しました。

　B&Bにした理由は、お客さんにこの地に多くあるおいしい飲食店を紹介し、食事をしながら地
元の人と触れ合ってもらうことで、南魚沼のよい所をもっと知って欲しいと思ったからです。
Ｑ 南魚沼で暮らす魅力を教えてください。
A いろんな場所に住みましたが、四季の色合いがどこよりも濃いと思います。季節で変わる田園風
景がそう思わせているのかもしれませんが、夏に生い茂る立

たち

葵
あおい

などは「となりのトトロ」の世界を
連想させます。四季折々に変化する景色は見あきません。特に、冬の晴れた日の風景は最高にきれ
いで、「海外みたいだ」と思うことがあります。日々変化する景色を感じながら生活したいと思っ
ています。それと交通の便がよいところです。宿を経営する上で東京都へのアクセスのよさはとて
も魅力的です。
Ｑ 南魚沼で暮らす中で不便な点や改善して欲しいことはありますか？
A ガス・水道などの光熱費が高いところです。もう少し安くなってほしいと思います。「日本一光
熱費の安いまち」になったら、移住政策を進める上ですごい利点になると思います。あと、子ども
の一時預かりの基準が高いですね。近くに両親がいない自分たちにとっては、急に子どもを預けた
いときに「もっと気軽に預かってもらえる施設があれば」と思います。そういう場所があると安心
感が違います。
Ｑ これから移住する人へのアドバイスなどがあれば教えてください。
A 初めてこの地で暮らす人は、除雪しなくていいアパートを見つけることが重要だと思います。そ
れだけでもとても生活しやすくなります。また、実際この地が合わなくて引っ越した人たちを見る

と、友人を作れるかどうかが大きな問題だと感じています。友人が
数人できただけで、定着率は大きく違ってくるはずです。移住者
ネットワークの交流会もありましたが、気軽に参加できる場が増え
るのはよいことだと思います。そこに何回か顔を出すことで知り合
いが増え、何か一緒にやろうというきっかけがあれば、定住への気
持ちが全然違ってくると思います。この地に嫁いで移住した人も多
いので、交流できる場が広がり、人とのつながりや出会いが増える
とよいですね。

  移住したみなさんの声（第7回） 　 細
ほ そ

井
い

陽
よ う

介
す け

さん・彩
さ

絵
え

さん〔小栗山〕
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国際大学留学生 お国自慢コーナー ~ boast of my country ~
シリーズ

第46回
タジキスタン共和国 　ナザロフ イフティホルさん

私の国はこんなところ
　タジキスタンの国土はほとんどが山岳地
帯で、国内の最高峰はイスモイル・ソモニ峰

（標高7,495メートル）です。四季がはっき
りとし、大小たくさんの河川が流れ、そして
さまざまな種類の果物が育つ国です。世界一
の高さを誇るローガンダム（堤高335メー
トル）が有名で、タジキスタン国内で最も重

要なエネルギー源である水力発電所です。また2011年には、165メートル
の国旗掲揚塔が世界一としてギネスブックに登録されました。
　伝統料理は「プロフ」という炊き込みご飯で、お米ににんじんや牛肉など
を加えた料理です。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼市には、第二のふるさとといえるほど深くなじんでいます。卒業し
てこの地を離れたら、しばらくさびしい気持ちが続くと思います。
　山々や桜、朝もやなどの風景や田んぼのにおいなどがとても心地よく、勉
強がはかどります。この地に住む人たちは、とても親切で礼儀正しく、いつ
でも手助けをしてくれます。食べ物は、そばと鮨がお気に入りです。南魚沼
での一番の思い出は、八海山に登ったことです。

［公用語］タジク語・ロシア語  
［首　都］ドゥシャンベ  
［面　積］143,100㎢（92位）
［人　口］8,352,000人（98位） 
［GDP（PPP）］‌130億ドル（142位） 
［通　貨］ソモニ（TJS）
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平価

説（PPP）により算出した数値です

タジキスタン共和国

　
小
学
校
６
年
生
だ
っ
た
私
は
、
児
童
会

長
と
し
て
人
生
初
の
公
式
の
場
「
入
学

式
」
で
の
あ
い
さ
つ
に
臨
み
ま
し
た
。
５

歳
年
下
の
末
妹
が
新
入
生
で
、
晴
れ
の
日

に
化
粧
を
し
た
母
も
会
場
に
。
衆
目
が
注

視
す
る
、
水
を
打
っ
た
よ
う
な
静
粛
な
空

気
感
。
初
の
大
舞
台
、
私
は
壇
上
で
ま
さ

か
の
「
頭
の
中
が
真
っ
白
」
状
態
に
。
や

が
て
、
ざ
わ
つ
く
満
堂
。
つ
い
に
「
ご
入

学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
一
言
も

発
せ
ず
降
壇
す
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
歓

迎
あ
い
さ
つ
を
し
で
か
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
当
夜
の
家
人
の
落
胆
ぶ
り
は
、
幼
い

身
な
が
ら
痛
恨
の
思
い
と
し
て
残
り
、
今

日
に
至
る
私
の
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
あ
い
さ
つ
の
際
に
左
胸
を
拳
で
一
度
た

た
い
て
か
ら
始
め
る
癖
は
、
そ
れ
に
打
ち

勝
と
う
と
す
る
私
の
儀
式
の
よ
う
な
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
場
で
市

民
の
み
な
さ
ま
の
前
で
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、「
あ
の
こ

と
だ
な
」
と
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
、
ご

寛
容
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
甲
子
園

球
児
の
開
会
式
の
選
手
宣
誓
。
い
つ
も
息

が
止
ま
る
思
い
で
見
入
っ
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
の
癖

　
就
任
か
ら
２
か
月
あ
ま
り
、
よ
う
や
く

落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
な
す
こ
と
す
べ

て
が
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
。
初
議
会
、

年
末
年
始
の
雪
不
足
、
一
転
し
て
あ
の
大

雪
。
膨
大
な
次
年
度
の
予
算
査
定
。
生
い

立
ち
が
民
宿
兼
食
堂
だ
っ
た
の
で
喧
噪
や

人
に
接
す
る
こ
と
は
苦
と
思
い
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
で
も
想
像
を
絶
す
る
面
会
や
会
合
の

連
続
。「
新
人
研
修
の
よ
う
だ
」
と
い
う

自
意
識
を
否
め
ま
せ
ん
。

　
「
市
長
を
め
ざ
そ
う
」
と
決
意
し
て
か

ら
約
９
か
月
、
緊
張
感
の
堅
持
を
自
戒
と

定
め
て
い
ま
す
が
、
正
に
そ
の
毎
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
は
や
は
り
あ
の
就

任
日
、
初
登
庁
後
の
議
場
で
行
わ
れ
た
市

職
員
へ
の
「
初
訓
示
」。
本
当
に
心
臓
が

飛
び
出
る
か
と
思
い
ま
し
た
。
開
口
の
刹

那
、「
あ
の
時
と
同
じ
だ
」
と
頭
を
よ

ぎ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
長

日
記

南
魚
沼
市
長
　
林
　
茂
男

無
罣
礙
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
総
務
課
（
成
人
式
担
当
）　

�
☎
７
７
３

－

６
６
６
０

メ
ー
ル
：syom

u@
city.�

�
m
inam

iuonum
a.lg.jp

平
成
２９
年
度 

成
人
式
の
案
内　

対�

象　
平
成
８
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
て
、
南
魚
沼
市
内

の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
中
学
校
在

学
時
に
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
、
平
成

２９
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が

あ
る
人

※�

対
象
者
へ
３
月
中
旬
に
案
内
を
送
付
し

ま
す

日
時　
５
月
３
日（
水
・
祝
）　

　
午
後
１
時
～
３
時

受
付　
正
午
～
午
後
０
時
５０
分　

会
場　
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

成
人
式
の
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人

を
募
集
中
！

　
成
人
式
の
司
会
進
行
や
受
付
な
ど
、
式

の
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
新
成
人
の
記
念
に
、
思
い
出

に
残
る
成
人
式
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん

か
？

　
お
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
電
話
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。　

※�

詳
細
を
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

（「
南
魚
沼
市
成
人
式
」
で
検
索
）

締
切
り　
３
月
１０
日
㈮

【
問
合
せ
】
税
務
課 

市
民
税
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

軽
自
動
車
グ
リ
ー
ン
化
特
例

～
軽
自
動
車
税
の
軽
減
～

　
平
成
２８
年
度
に
新
車
登
録
し
た
軽
自
動

車
で
、
排
出
ガ
ス
性
能
と
燃
費
性
能
が
優

れ
た
車
に
は
、
平
成
２９
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
に
限
り
、
環
境
性
能
に
応
じ
た
グ

リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
、
税
の
軽
減
）
を

適
用
し
ま
す
。

対�

象
車　
平
成
２８
年
４
月
１
日
～
平
成
２９

年
３
月
３１
日
に
新
車
登
録
し
た
軽
自
動

車
軽
課
（
軽
減
）
基
準
：�

�

［
税
額
の
お
お
む
ね
の
軽
減
率
］

①�

電
気
自
動
車
・
天
然
ガ
ス
自
動
車
：

〔
７５
％
〕

※�

ポ
ス
ト
新
長
期
規
制
か
ら
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒

素
酸
化
物
）
を
１０
％
低
減
し
た
も
の

②�

乗
用
平
成
３２
年
度
燃
費
基
準
＋
２０
％

達
成
車
・
貨
物
平
成
２７
年
度
燃
費
基

準
＋
３５
％
達
成
車
：〔
５０
％
〕

③�

乗
用
平
成
３２
年
度
燃
費
基
準
達
成

車
・
貨
物
平
成
２７
年
度
燃
費
基
準
＋

１５
％
達
成
車
：〔
２５
％
〕

※�
②
と
③
は
、
平
成
１７
年
排
出
ガ
ス
基
準

７５
％
低
減
達
成
車
（
★
★
★
★
）
に
限

り
ま
す
。
燃
費
基
準
の
達
成
状
況
は
、

自
動
車
検
査
証
の
備
考
欄
に
記
載
が
あ

り
ま
す

車種区分 標準税率
（平成28年4月1日以降に新車登録した車両）

グリーン化特例（軽課税率）
75％軽減 50％軽減 25％軽減

三輪 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

四輪以上

乗用
自家用 10,800円 2,700円 5,400円 8,100円

営業用 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円

貨物
自家用 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円

営業用 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円
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公営住宅の入居者募集
� 【問合せ・申込み】都市計画課　☎773－6662

地
区

団地・住宅名
〔所在行政区〕 階数 部屋

番号 間取り 建物の構造 単身
入居 家賃月額

駐車場
月額1台分
［可能台数］

その他

大
和

市営赤石団地
〔黒土新田〕 3 303 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

３階建 － 17,300 ～
34,000円

1,700円
[2台]

市営桜沢団地
〔田町〕 1 104 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

３階建 － 17,100 ～
33,700円

2,400円
[2台]

市営大崎団地
〔原小路〕 2 204 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

３階建 － 14,100 ～
27,700円

1,700円
[2台]

六
日
町

市営長森住宅
〔長森〕 － 11 ２ＤＫ 木造平屋建 可 13,900 ～

27,300円
1,700円
[1台]

障がい者向け住宅
（一般世帯も申込可）

市営宮住宅
〔宮〕 － 6 ３ＤＫ 木造高床式

２階建 － 17,500 ～
34,400円

無料
（高床1階）

[1台]
車庫の高さ：1.6ｍ

市営津久野住宅
〔津久野〕 3 12 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

３階建 － 15,600 ～
30,700円

1,900円
[2台]

市営余川住宅
2号棟〔飯綱町〕 4 244 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

４階建 － 16,800 ～
33,000円

2,500円
[2台]

県営余川住宅
3号棟〔飯綱町〕 2 324 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

４階建 － 16,600 ～
32,700円

2,500円
[2台]

市営西泉田住宅
1号棟〔西泉田〕 5 502 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

５階建 可 14,000 ～
27,500円

2,400円
[1台]

市営西泉田住宅
1号棟〔西泉田〕 3 304 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

５階建 可 14,000 ～
27,500円

2,400円
[1台]

市営西泉田住宅
2号棟〔西泉田〕 1 211 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート

３階建 － 16,400 ～
32,300円

2,400円
[1台]

塩
沢

市営中央団地
Ｄ棟〔三分区〕 － 1 ３ＤＫ 木造高床式

２階建 － 24,000 ～
47,100円

無料
（高床1階）

[1台]
車庫の高さ：1.6ｍ

市営上野団地
〔上野〕 1 103 ２ＤＫ 鉄筋コンクリート

３階建 － 19,400 ～
38,000円

2,000円
[2台]

共通事項
募集期間　2月1日㈬～ 15日㈬
入居資格　◦住宅事情に困っている
　　　　　◦‌�同居する親族がいる（60歳以上と障

がい者は、条件により一部の住宅へ単
身入居が可能）

　　　　　◦収入基準に適合している
　　　　　◦暴力団員ではない

申 込 み　�都市計画課、大和・塩沢市民センターで
入居資格を確認し、申込書を配布。申込
みは必要書類を添付して都市計画課まで

選考方法　住宅委員会の審議により選考
家賃算定　収入に応じて決定
敷　　金　家賃の3か月分
入居可能時期　3月中旬以降
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⬅湯沢
塩　沢　駅

Aコープ

セブンイレブン

塩沢公民館

鈴木牧之記念館

塩沢小学校 第四銀行

市役所塩沢庁舎

P

P
牧之通り

（塩沢小学校入口）

塩沢信組
本店

六日町➡

〒

（塩沢駅前） （島新田入口）

勤労者体育センター

⬅湯沢 六日町➡

まつり主会場
ふれあい広場

イベント日程
水 行 会 場　11：00　清水「火生の滝」（国道291号を行き止まりまで行き、左に徒歩3分）
地歌舞伎公演　�14：00　�塩沢勤労者体育センター�

演目：菅
すがわらでんじゅてならいかがみ

原伝授手習鑑　車
くるまびき

引の場
ば

書 道 展　2月18日㈯～ 3月5日㈰　塩沢公民館で開催

ふれあい広場（主会場）周辺
　餅つき、甘酒サービス、地酒・飲食コーナー、露店多数
12：30　お琴演奏〔塩沢信用組合本店〕
14：00　織物展示会、小物抽選会〔鈴木牧之記念館〕
　※まつり当日、鈴木牧之記念館の観覧無料（9：00～ 20：00）
15：00　子ども福餅まき
17：30　百八灯大護摩
18：00　餅つき
18：35　雪のステージイベント
20：00　子ども福餅まき
20：15　一般福餅まき
20：30　終了予定
主催　しおざわ雪譜まつり実行委員会
（塩沢商工会、南魚沼市、塩沢区、しおざわ農業協同組合、
　南魚沼市観光協会、塩沢織物工業協同組合）
※天候などで、内容や時間を変更する場合があります
同時開催!
ひな雪見かざり 　2月18日㈯～ 4月3日㈪
　三国街道塩沢宿（牧之通り周辺）の約60軒で公開
俳句会 　2月19日㈰　9：00～〔喰処はなや〕　

・ワンフリーナイン
・ダンスパフォーマンス

雪のステージイベント

� 　　　　　　　　　【問合せ】塩沢商工会　☎782－1206　ウェブサイト http://shiozawasho.jp/

第33回 しおざわ雪譜まつり
～「北越雪譜」の著者「鈴木牧之」を顕彰し、雪国文化を継承するお祭りです～

百八灯大護摩

地歌舞伎（雪中の幽霊［H28演目］）

子ども福餅まき

2月18日
（土）

市報 みなみ魚沼　平成29年2月1日発行 6



【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
３
０

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
棚
村
基
金
推
奨

金
と
体
育
施
設
の
利
用
方
法

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
41

市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励

棚
村
基
金
推
奨
金

　
市
で
は
全
国
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
場
す
る
選
手
に
、
推
奨

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
選
手
の

士
気
を
高
め
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

Ｑ
支
給
対
象
と
な
る
大
会
は
？

A
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手

権
、
ア
ジ
ア
大
会
な
ど
の
国
際

大
会
、
国
民
体
育
大
会
や
全
国

中
学
校
体
育
大
会
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
な
ど
の
全
国
大
会
が
対
象

で
す
。

Ｑ
南
魚
沼
市
内
の
高
等
学
校
に

在
学
し
、
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
支
給
対
象
に
な
り
ま
す

か
？

A
南
魚
沼
市
に
住
民
登
録
が
あ

る
こ
と
が
、
支
給
条
件
と
な
り

ま
す
。
市
内
の
高
等
学
校
に
在

学
し
て
い
て
も
、
住
民
登
録
が

市
外
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

Ｑ
住
所
以
外
の
支
給
条
件
は
あ

る
の
？

A
予
選
大
会
が
な
い
全
国
大
会

な
ど
に
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
民
体
育
大
会
を
除
く

全
国
規
模
の
大
会
は
、
一
年
度

内
に
２
大
会
ま
で
の
支
給
と
な

り
ま
す
。

Ｑ
推
奨
金
の
申
請
方
法
は
？

A
棚
村
基
金
推
奨
金
交
付
申
請

書
と
該
当
調
書
を
、
添
付
書
類

を
添
え
て
社
会
教
育
課 

生
涯

ス
ポ
ー
ツ
係
か
、
大
和
・
塩
沢

公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
以
上
の
大
会
に
出
場
が
決

ま
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
申
請
し
、

支
給
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
推
奨
金
は
い
く
ら
な
の
？

A
国
内
大
会
に
は
１
～
２
万
円
、

国
際
大
会
に
は
５
～
１０
万
円
を

支
給
し
ま
す
。
推
奨
金
の
詳
細

は
、社
会
教
育
課 

生
涯
ス
ポ
ー

ツ
係
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（「
ス
ポ
ー
ツ
棚

村
基
金
」
で
検
索
。
申
請
書
類

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

体
育
施
設
の
利
用
方
法

　
市
内
に
は
安
価
で
利
用
で
き
る

体
育
施
設
が
多
く
あ
り
ま
す
。
日

ご
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

Ｑ
体
育
施
設
は
誰
で
も
利
用
で

き
る
の
？　

A
事
前
に
申
し
込
め
ば
誰
で
も

利
用
で
き
ま
す
。（
中
学
生
以

下
の
利
用
に
は
、
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
）

Ｑ
利
用
に
は
ど
ん
な
手
続
き
が

必
要
な
の
？

A
体
育
施
設
使
用
申
込
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

提
出
先　

◦
小
中
学
校
の
体
育
施
設
：
各
学

校
◦
学
校
以
外
の
体
育
施
設
：
デ
ィ

ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

◦
大
原
運
動
公
園
の
体
育
施
設
：

大
原
運
動
公
園
管
理
事
務
所

※
一
部
例
外
施
設
が
あ
り
ま
す

Ｑ
申
込
書
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

A
申
込
書
の
提
出
先
と
、
社
会

教
育
課 
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
に

あ
り
ま
す
。

Ｑ
施
設
利
用
の
料
金
と
時
間
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

A
施
設
規
模
な
ど
に
よ
り
、
１

時
間
当
た
り
４
１
０
円
～
２
，

０
４
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
可
能
時
間
は
、
屋
内
施
設

が
午
前
８
時
か
午
前
９
時
～
午

後
１０
時
、
屋
外
施
設
が
日
の
出

～
日
没
と
な
り
ま
す
。
照
明
設

備
が
あ
る
屋
外
施
設
は
、
午
後

１０
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

Ｑ
体
育
施
設
の
詳
細
は
、
ど
こ

に
き
け
ば
い
い
の
？

A
社
会
教
育
課 

生
涯
ス
ポ
ー

ツ
係
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（「
体
育
施
設
」

で
検
索
）

Ｑ
体
育
施
設
の
定
期
的
な
利
用

は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

A
体
育
施
設
の
利
用
団
体
登
録

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

南
魚
沼
市
体
育
施
設
の
利
用
団

体
登
録

　
市
内
体
育
施
設
・
小
中
学
校
体

育
施
設
は
、
団
体
登
録
す
る
こ
と

で
優
先
予
約
が
で
き
ま
す
。
登
録

は
年
度
ご
と
に
更
新
が
必
要
で
す
。

　
登
録
後
、
利
用
調
整
会
議
に
出

席
し
、
各
団
体
と
施
設
予
約
の
調

整
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対�

象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
す
る
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、

市
内
体
育
施
設
を
継
続
的
に
利

用
す
る
団
体

費�

用　
年
間
５
，０
０
０
円
（
ス

ポ
パ
ラ
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
加
盟
団
体
は
免
除
）

申�
込
み　
申
請
書
と
団
体
登
録
料

を
社
会
教
育
課 

生
涯
ス
ポ
ー

ツ
係
、
大
和
・
塩
沢
公
民
館
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

施
設
利
用
料　
登
録
団
体
は
不
要

※�

デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ナ

イ
タ
ー
照
明
は
別
途
料
金
が
必

要
体
育
施
設
利
用
調
整
会
議
の

日
程

調
整
期
間

　
４
月
１
日
㈯
～
７
月
１４
日
㈮

　
こ
の
会
議
へ
の
参
加
は
２
月
２８

日
㈫
ま
で
に
、
南
魚
沼
市
体
育
施

設
の
利
用
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

六
日
町
地
域
体
育
施
設

日
時　
３
月
７
日
㈫
午
後
７
時
～

会�

場　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

　
２
階 

ア
リ
ー
ナ

大
和
地
域
体
育
施
設

日
場　
３
月
１４
日
㈫
午
後
７
時
～

会
場　
大
和
公
民
館
２
階 

　
大
会
議
室

塩
沢
地
域
体
育
施
設

日
時　
３
月
１５
日
㈬
午
後
７
時
～

会
場　
塩
沢
公
民
館
１
階 

講
堂
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
〒
９
４
９

－

７
３
９
２

　
浦
佐
１
１
８
８

－

２
（
大
和
庁
舎
）

　
学
校
教
育
課

�
☎
７
７
７

－

３
１
１
８

平
成
２９
年
度 

奨
学
生
募
集
中

対�

象　
就
学
の
意
欲
が
あ
り
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
進
学
・
在
学
が
困
難
な
生
徒

や
学
生

条�

件　
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
の
子
ど
も

や
兄
弟
姉
妹
な
ど
が
、
学
校
教
育
法
に

定
め
る
高
校
・
大
学
・
短
大
・
専
修
学

校
な
ど
に
進
学
す
る
・
在
学
し
て
い
る

貸
与
額
（
無
利
子
）　

①�

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
な
ど
：
月
額

５
０
，０
０
０
円

②�

高
校
：
月
額
１
８
，０
０
０
円

※
年
３
回
に
分
け
て
貸
与

返�

還
期
間　
貸
付
終
了
月
か
ら
半
年
据
置

後
、
借
り
た
期
間
の
２
．５
倍
の
期
間

（
毎
月
末
日
か
、
年
２
回
の
返
還
）

例
大
学
４
年
間
で
２
４
０
万
円
を
借
り

た
場
合
［
半
年
据
置
後
初
回
年
度
１
２

０
，０
０
０
円
、
翌
年
度
以
降
２
４
０
，

０
０
０
円
、
最
終
年
１
２
０
，０
０
０

円
を
返
還
（
返
還
期
間
１０
年
）］

提�

出
書
類
（
申
請
書
な
ど
は
、
学
校
教
育

課
に
用
意
）

申
請
書
…
市
書
式

推�

薦
書
…
市
書
式
（
新
入
学
生
は
出
身
校
、

在
学
生
は
在
籍
校
が
記
入
）

合
格
通
知
書
の
写
し
…
新
入
学
生

在
学
証
明
書
原
本
…
在
学
生

住
民
票
…
世
帯
全
員

所
得
証
明
書
…
奨
学
生
の
保
護
者
分

納�

税
証
明
書
…
連
帯
保
証
人
２
人
分
を
各

１
通
（
う
ち
１
人
は
保
護
者
）

印�

鑑
登
録
証
明
書
…
１
通
（
連
帯
保
証
人

で
、
保
護
者
以
外
分
）

作�

文
…
奨
学
金
を
受
け
て
進
学
す
る
こ
と

で
、
自
分
が
将
来
成
し
と
げ
た
い
こ
と

や
抱
く
夢
な
ど
を
、
４
０
０
字
詰
め
の

原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
記
載

否�

認
定
通
知
の
写
し
…
他
の
奨
学
金
で
採

用
さ
れ
な
か
っ
た
人
の
み
（
選
考
で
考

慮
し
ま
す
）

※�

市
税
の
滞
納
（
延
滞
金
含
む
）
が
あ
る

場
合
は
、
貸
与
で
き
ま
せ
ん
。

特
別
な
事
情
（
母
子
世
帯
・
被
災
な

ど
）
が
あ
る
場
合
は
、
申
請
書
に
ご
記

入
く
だ
さ
い

申
請
期
限　
３
月
３１
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

結�

果
通
知　
５
月
上
旬
（
予
定
）
に
、
個

別
に
通
知

助け合いの文化は集落の誇り ～雪下ろしに駆けつける「遊
ゆ う

雪
ゆ き

隊
た い

」～
� 平成22年 長岡市の豪雪（長岡市　災害当時60代　男性）　
　私の暮らす集落は長岡市内でも指折りの豪雪地帯で、全世帯35戸のうち約半数が家庭用除雪機
を所有しています。冬の除雪は各家庭の日課。屋根の雪下ろしも年中行事のようなもので、ひと冬
に10回程度は雪下ろしをするのが通常です。除雪機を持たないのは高齢世帯など機械を動かす者
がいない世帯で、当然雪下ろしも自分たちではできません。そういう世帯のために、地域住民の有
志で雪下ろしボランティアグループ「遊雪隊」を組織しています。結成は
10年余り前。現在の隊員は7〜8人で、市街地に住む人もメンバーになっ
てくれています。除雪が必要な世帯の情報は基本的に隊長を通じて入って
きますが、もともと集落全体が家族のようなもの。日ごろから自然に見守
りができていますし、必要があれば正式なメンバーでない人も
加わって手伝いに駆けつけます。隊員はみんな仕事を持ってい
るので、活動はどうしても日曜日が主になります。現地で行う
のは雪を下ろすことだけに限定し、下ろした雪はまた別のボラ
ンティアに片付けてもらうなど、連携体制もできあがっています。
　私たちが雪に対する不安がこれといってないのは、こうした
助け合いの文化が根づいているから。この文化は、豊かな自然
や美しい景色にも勝る、我が集落の誇りです。

【問合せ】総務課 防災庶務班　
☎773－6660　一日前プロジェクト

災害に備えて
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こんな会社です
　当社は1985年4月に上村製作所として操業を開始し、2004年5月に有限会社上村精工に社名を変更し
て今日に至ります。創業当時より市内や長岡地域の機械設備メーカーが製作する産業用機械設備専用の精
密部品製造を行っています。ステンレス・アルミ・鉄などの素材を使用した一品ごとの多品種少量生産を
中心に製造しています。
　マシニングセンターやワイヤーカットなどのプログラムを使用した工作機械での部品加工をはじめ、汎
用研磨機での成形研磨加工を得意としており、1/100㎜単位の精度が要求される部品製造にも対応して
います。また、自分たちが積み重ねてきた加工技術や知識
を全国に発信したいという思いから、2012年から部品加
工情報ウェブサイト「単品加工.JP」（「単品加工」で検索）
を開設するとともに、オリジナルの技術小冊子も作成しま
した。
　現場視点での情報発信により、付加価値をもたらすこと
ができる「提案型町工場」として、現在では大手企業の開
発部門からの試作依頼や個人で使用するちょっとした部品
の加工まで、日本全国さまざまなお客さんから部品製造を
依頼されるようになりました。

人事担当者から一言
　精密部品加工業は、文字通り「ものづくり」が主となりますが、最終的に機
械を操作するのは人間です。単なる加工職人としてではなく、他の人の気持ち
が汲みとれる心と、固定観念にとらわれず常に学ぶ気持ちを大切にする素直さ
を持つ人が、これからの製造業には必要だと考えています。

イチ押し社員を紹介　～中島 建
たつる

さん［所属：製造部］～
Ｑ この会社で働くやりがいを教えてください。
A 入社8年目で、ワイヤーカットを使った部品の仕上げ工程を
担当しています。注文を受けた製品の加工法を考え、提案し、
話し合うことに面白みを感じています。さらに自分が提案し、
納品した製品に再注文が入った時には、大きなやりがいを感じ
ます。職場はささいなことでも相談しやすい、風通しがよい環
境だと思います。最近、新しい作業着を上司と選びました。
商業科出身なので、もの作りについての専門知識や技術は入社
後に学びました。興味とやる気さえあれば何でも身に付けるこ
とができる環境なので、ここを選んでよかったと思っています。

シリーズで南魚沼市の「がんばる企業」を紹介します�━━━━ 南魚沼市WEB企業ガイド 検 索

〒949－7112　南魚沼市長森748番地
☎780－2011　FAX 775－2272 
ウェブサイト：http://www.kamimuraseikou.co.jp
メール：info@kamimuraseikou.co.jp

シリーズ22

新しい作業着

中島 建さん

有限会社 上村精工�
� � ［製造業］

オリジナルの技術小冊子
「部品加工のコストダウン技法＆加工事例集」
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会�

場　
図
書
館

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

絵
本
の
へ
や

期
日　
毎
週
水
曜
日 

　
午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

内�

容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
遊

び
・
絵
本
・
紙
芝
居
・
読
み
聞

か
せ
な
ど

対
象　
０
歳
～
入
園
前
の
幼
児

２
月
の
読
書
の
つ
ど
い

や
さ
し
い
、
に
ゃ
ー
ご
！

　
ね
こ
の
お
じ
さ
ん
と
３
匹
の
ね

ず
み
の
ち
ょ
っ
と
ホ
ロ
ッ
と
す
る

お
話
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

日
時　
２
月
１８
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室　

テ
ー
マ　
「
ね
こ
」　

内�
容　
大
型
絵
本「
に
ゃ
ー
ご
」・

読
み
聞
か
せ
・
本
の
紹
介
な
ど

出
演　
ふ
う
せ
ん
の
会

対�

象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か

お
は
な
し
の
じ
か
ん

　
み
ん
な
で
楽
し
い
お
話
を
聞
き

に
き
て
ね
。

日
時　
２
月
２５
日
㈯

　
午
前
１１
時
～
１１
時
３０
分

テ
ー
マ
展
示

冬
の
祭
り　

　
２
月
に
は
「
南
魚
沼
市
雪
ま
つ

り
」「
し
お
ざ
わ
雪
譜
ま
つ
り
」

が
、
３
月
に
は
「
越
後
浦
佐
毘
沙

門
堂
裸
押
合
大
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
雪
ま
つ
り
を
よ
り
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
、「
雪
」「
酒
」

「
温
泉
」
の
本
を
集
め
ま
し
た
。

鈴
木
牧ぼ

く
之し

の
本
や
裸
押
合
大
祭
の

映
像
資
料
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
展
示
し
ま
す
。

ね
こ
の
日　
　

　

２
月
２２
日
は
ね
こ
の
日
で
す
。

ね
こ
の
写
真
集
、
育
て
方
の
本
、

ね
こ
が
登
場
す
る
物
語
な
ど
を
集

め
ま
し
た
。
子
ど
も
向
け
の
絵
本

な
ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
。　

お
菓
子
特
集　
　

　
２
月
に
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

が
、
３
月
に
は
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
が

あ
り
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

応
援
す
る
た
め
に
、
お
菓
子
の
レ

シ
ピ
本
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
本
を
用

意
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、

「
恋
す
る
」
本
も
紹
介
し
ま
す
。

豆
の
本

　
「
豆
」
に
つ
い
て
の
本
を
特
集

し
ま
す
。
１
年
間
を
マ
メ
（
元

気
）
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
豆
の

レ
シ
ピ
本
や
豆
と
健
康
に
関
す
る

本
を
集
め
ま
し
た
。

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｋ 
０６

も
っ
と
海
外
文
学
を
読
も
う
！

翻
訳
物
は
面
白
い
！！

「
明
日
が
語
る
今
日
の
世
界
」

　
金
原
端み

ず
人ひ

と
さ
ん
「
ブ
ッ
ク
マ
ー

ク
」
第
６
弾
は
、
未
来
を
描
い
た

物
語
の
特
集
で
す
。
前
回
の
過
去

と
は
対
照
に
、
未
来
か
ら
今
を
学

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
予
防
月
間

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
の

た
め
の
本
の
展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

保
健
課
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談

日
時　
２
月
２０
日
㈪

　
午
後
２
時
～
３
時

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

内�

容　
手
袋
人
形
・
絵
本
・
紙
芝

居
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

対�

象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

ほ
か

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

お
ひ
な
さ
ま
を
つ
く
ろ
う
！ 

　

も
う
す
ぐ
ひ
な
ま
つ
り
で
す
。

か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
を
一
緒
に

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
２４
日
㈮

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分　

会
場　
大
和
公
民
館

内�

容　
手
袋
人
形
・
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
（
紙
人
形
劇
）「
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
」・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
・
工
作

な
ど

対
象　
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

巡
回
図
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
１
月
１９
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

２
０
０
冊
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

次
回
、
大
和
図
書
室
は
２
月
１６
日

㈭
の
予
定
で
す
。

読
み
聞
か
せ
と
ギ
タ
ー
の
奏

か
な
で

え
ほ
ん
と
ギ
タ
ー
で
つ
づ
る
お

は
な
し
会

日
時　
２
月
２６
日
㈰

　
午
後
２
時
～
３
時

会
場　
図
書
館 

多
目
的
室

出
演　
読
み
手　
春
川
キ
ヨ
ミ

　
ギ
タ
ー　
南
雲
充あ

つ
司し

定
員　
６０
人
（
申
込
み
不
要
）

春
を
待
つ 

　
雪
国
の
日
本
画
展

　

市
内
在
住
の
日
本
画
家
、

門
井
直な

お
子こ

さ
ん
が
描
く
冬
～

春
の
情
景
を
題
材
に
し
た
作

品
展
で
す
。

　
第
４５
回
記
念
新
潟
県
芸
術

美
術
展
（
芸
展
）
で
文
化
財

団
賞
を
受
賞
し
た
門
井
さ
ん

の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
２
月
９
日
㈭
～

　
２２
日
㈬

会
場　
図
書
館

　
展
示
コ
ー
ナ
ー

南魚沼市 　‌�月～金9：30～20：00（土日日祝 19：00まで）　�
休館：2日㈭、16日㈭（図書整理日）

大　和 　‌�☎777－4671　火～金9：00 ～19：00（土日日祝
17：00まで）休館：月曜日（祝日の場合は翌日）

塩　沢 　��‌�☎782－0100　火～金9：00 ～20：00（月土日
日祝は17：00まで）

みんなの図書館
【申込み・問合せ】�南魚沼市図書館
� ☎773－66772月の開館日時
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第15回　リコーダーコンサート
　古き時代の音楽やおな
じみのメロディーなど、
8種類のリコーダーで奏
でるあたたかな音色をお
楽しみください。
日　時　3月5日㈰
　　　　14：00～ 16：00（開場13：30）
会　場　市民会館 大ホール　　入場料　無料　　 

南魚沼市民会館
開館8：30 ～ 17：15

2月の休館：毎週月曜日
☎773－5500　FAX 772－8161
URL http：//www.6bun.jp/kaikan/

常設展 　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展 　期　間　2月26日㈰まで

「ガールズ・コレクション展」
　藤田嗣

つぐ

治
はる

や上
うえ

尚
しょう

司
じ

の貴重な油彩画の可憐な美少女
や、宮下寿

ひさ

紀
のり

、橋本明
めい

治
じ

の日本美人画などを展示。
「複製版画に魅

み

る名画展」　
　竹久夢

ゆめ

二
じ

の「黒船屋」、東山魁
かい

夷
い

の「緑影」、梅原
龍
りゅう

三
ざぶ

郎
ろう

の「北京秋天」など、名画の複製版画を展示。

「花紬たいけん」  体験：1作品30分程度
　しおりとハガキにデザインします。紬と押花のコラ
ボ体験もできます。（予約不要）
つむぎ細工コース…塩沢紬を用います
押花コース…押花を用います
日　時　2月18日㈯　13：30～ 19：00
会　場　鈴木牧之記念館1階
体験料　500円～（雪譜まつりにつき観覧無料）

「今福進人形展」  主催：射しゃ干がの会
期　間　2月8日㈬～ 3月27日㈪
※�第12回三国街道塩沢宿ひな雪見かざりを同時開催
（期間中、南魚沼市民は観覧無料）

魚沼ベストショット展　PartⅥ
期　間　2月28日㈫まで
　魚沼に魅せられた写真家が、自慢のベストショット
を出展。
新企画「Mマ イ

y F
フ ェ イ バ リ ッ ト

avorite T
シ ン グ ス

hings」　少し昔のカメラと、
そのカメラで撮った写真などを展示。
初心者向け写真教室 　2月4日㈯� 13：00 ～ 15：00

冬季特別展示 錯覚展� 不可能立体の不条理世界
期　間　2月28日㈫まで
　東大名誉教授で、明治大学特任教授の杉原厚

こう

吉
きち

さん
が制作した錯視立体の作品を展示。

池田記念美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

2月の休館：毎週水曜日
☎780－4080　FAX 777 －3815　URL http：//www.ikedaart.jp
￥ 一般500円／高校生以下（無料）

富岡惣一郎「氷と霧の秘境」
期　間　3月20日（月・祝）まで
　初期から晩年までの作品や、アラ
スカ氷河取材時のデッサン、取材飛
行図を展示。

　

ラウンジ展 2月  観覧無料
城内さんぽ 　下原・下原新田のイラストを展示
市民ギャラリー 　正

まさ

田
だ

進
すすむ

写真展「春を待つ山野草
～マクロの世界、小さな花たち～」

トミオカホワイト美術館
開館10：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

2月の休館：毎週水曜日
☎775 －3646　FAX 775 － 3650　URL http：//www.6bun.jp/white/
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

☎783－4500　FAX 783－3388
URL http：//www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥ 一般500円／小中高250円

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30まで）
2月の休館：27日㈪・28日㈫

今泉記念館アートステーション

鈴木牧之記念館
開館9：00 ～ 16：30

2月の休館：7日㈫
☎ ・ FAX 782－9860
￥ 一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

市民無料の日：18日㈯、28日㈫　

第3期 まなざし展～語りかける絵画～
期　間　3月20日（月・祝）まで
　鑑賞者を誘うようなウォーホルの「マリリン」、鋭
い視線を向けてくるビュッフェの「闘牛士」など、
「まなざし」がテーマの展示。

棟方志功アートステーション

［ＪＲ六日町駅1階]　☎770－1173� ￥  一般500円／小中高250円
URL http：//www.m-uonuma.jp/m-artstation/

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
2月は毎日開館します

「アラスカ氷河・マラスピーナB」
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明
治
４４
年
（
１
９
１
１
年
）、

米
の
反
収
も
少
な
く
、
現
金
収
入

の
少
な
い
な
か
、
酒
に
溺
れ
る
地

区
の
様
子
を
心
配
し
た
長
老
が
中

心
と
な
り
、
新
堀
新
田
禁
酒
会
が

創
立
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
を
あ
げ

て
の
禁
酒
を
内
外
に
宣
言
す
る
た

め
、「
禁
倹
実
行
三
十
五
歳
以
下

禁
酒
断
行
地
区
」
と
記
し
た
木
柱

が
村
内
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
結

婚
式
の
三
々
九
度
も
口
を
付
け
る

だ
け
で
お
酒
を
飲
み
込
む
こ
と
は

な
か
っ
た
ほ
ど
、
徹
底
さ
れ
て
い

た
時
期
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
戦

後
、
禁
酒
会
へ
の
関
心
が
徐
々
に

薄
れ
て
い
く
な
か
、
こ
の
活
動
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
昭
和
２６
年

（
１
９
５
１
年
）
８
月
、
創
立
４０

周
年
記
念
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
ま

し
た
。（
石
碑
写
真
⑰
）
こ
の
石

碑
は
、
山
先
十
二
神
社
の
境
内
に

佇
ん
で
い
ま
す
。（
聞
取
り
調
査

よ
り
）

　

大
正
元
年
（
１
９
１
２
年
）、

仙
石
で
は
「
大
字
仙
石
禁
酒
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
の
趣

意
書
に
は
、「
明
治
天
皇
の
崩ほ

う

御ぎ
ょ

を
契
機
と
し
て
禁
酒
し
、
個
人
の

衛
生
を
図
り
、
風
紀
を
保
ち
、
良

民
の
模
範
と
な
り
、
倹
約
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
り
、

２３
人
が
署
名
し
て
い
ま
す
。
会
の

　
明
治
中
期
ご
ろ
か
ら
禁
酒
や
暴

飲
を
つ
つ
し
み
健
全
な
社
会
と
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
禁
酒
会
が
全

国
各
地
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
明

治
２０
年
代
に
は
、
そ
の
数
は
１
０

０
を
超
え
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
南
魚
沼
の
禁
酒
会
に
つ
い
て
は
、

資
料
が
少
な
く
、
そ
の
状
況
を
詳

し
く
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
聞
取
り
調
査
、
収
集
資
料
、

郷
土
誌
な
ど
か
ら
断
片
的
と
な
り

ま
す
が
活
動
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
⑰

「
創
立
四
十
周
年
記
念 

禁
酒
」

〔
新
堀
新
田�

　
　
山
先
十
二
神
社
境
内
〕

建
立　
昭
和
２６
年
８
月　

規
程
に
は
「
大
正
２
年
７
月
３０
日

ま
で
の
活
動
」
と
あ
り
、
期
間
は

わ
ず
か
１
年
余
り
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　
大
正
５
年
当
時
、
東
五
十
沢
小

学
校
で
は
、
同
校
を
会
場
に
地
域

の
人
た
ち
が
集
会
を
重
ね
、
さ
な

が
ら
宴
会
場
の
よ
う
な
状
況
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
同
校
の
教
員
で

あ
っ
た
桑
原
亮り

ょ
う

太た

郎ろ
う

は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
に
閉
口
し
て
い
ま
し

た
。
同
じ
こ
ろ
地
域
の
人
た
ち
が

酒
に
溺
れ
、
郷
土
が
衰
退
に
陥
る

こ
と
を
憂
慮
し
て
い
た
地
域
の
青

年
た
ち
と
、
禁
酒
会
設
立
の
話
が

ま
と
ま
り
、
同
年
に
「
東
五
禁
酒

会
」（
東
五
は
東
五
十
沢
の
意
）

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
、

す
で
に
酒
の
味
を
覚
え
た
成
人
を

対
象
と
せ
ず
、
小
学
校
卒
業
後
、

青
年
会
に
入
会
す
る
ま
で
の
者
を

対
象
と
し
ま
し
た
。
一
度
は
義
務

と
し
て
必
ず
入
会
し
、
本
人
の
意

志
で
自
発
的
に
禁
酒
が
身
に
つ
く

よ
う
指
導
に
あ
た
っ
た
そ
う
で
す
。

長
く
禁
酒
を
続
け
た
人
に
は
、
そ

の
年
限
に
よ
っ
て
表
彰
す
る
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
初
代
会
長
は
富
山
直な

お
広ひ

ろ
、
副
会

長
は
桑
原
亮
太
郎
で
し
た
。
会
長

の
富
山
は
、
後
に
南
魚
沼
郡
禁
酒

連
合
会
の
会
長
を
務
め
、
国
の
本

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
51

部
か
ら
何
回
も
選
賞
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
大
正
１０
年
、
東
五

禁
酒
会
婦
人
禁
酒
団
が
設
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
五
箇
の
禁
酒
会
は
、
昭
和
元
年

こ
ろ
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
会

に
は
「
今
は
節
米　
酒
は
飲
む
ま

い　

ア
ル
コ
ー
ル
利
い
て
火
の

車
」
と
い
う
言
葉
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
言
葉
の
と
お
り
、
会

員
は
酒
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
、
浪

費
し
な
い
こ
と
に
努
め
て
い
た
そ

う
で
す
。
禁
酒
に
取
組
む
た
め
の

勉
強
会
な
ど
、
特
別
な
事
業
を
行

う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
昭
和
１５
年
、
創
立
１５
周
年
記
念

と
し
て
、「
記
念
貯
金
」
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
１８
年
ま
で
を

期
間
と
し
、
毎
月
２０
銭
を
積
立
て
、

倹
約
に
努
め
た
そ
う
で
す
。
五
箇

の
禁
酒
会
は
、
戦
後
の
旧
習
を
否

定
す
る
風
潮
の
な
か
で
、
い
つ
と

な
く
解
散
と
な
り
ま
し
た
。（
聞

取
り
調
査
よ
り
）

　
各
地
の
禁
酒
会
の
上
部
組
織
に

南
魚
沼
郡
禁
酒
連
合
会
（
設
立
年

な
ど
の
詳
細
は
不
明
）
が
あ
り
、

禁
酒
宣
伝
の
講
話
会
な
ど
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
８
年
の
会
員

数
は
約
３
，０
０
０
人
で
、
個
人

の
負
担
金
と
し
て
甲
種
７０
銭
、
乙

種
５０
銭
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。

　
昭
和
６
年
９
月
に
は
同
会
の
主

催
に
よ
り
、
湯
沢
町
を
会
場
に
上

越
線
全
通
記
念
と
し
て
第
９
回
新

潟
県
禁
酒
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
写
真
１
）

　
第
１１
回
大
会
は
、
新
堀
新
田
が

会
場
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
の
詳

細
は
不
明
で
す
が
、
新
堀
新
田
禁

酒
会
が
主
体
と
な
り
運
営
さ
れ
、

芝
居
興
業
な
ど
も
行
わ
れ
、
と
て

も
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

写�

真
１　
昭
和
６
年 

新
潟
県
禁

酒
大
会
記
念
写
真

参
考
資
料

五
十
沢
小
学
校 

開
学
百
年 

統

合
十
周
年
記
念
誌
、
魚
沼
新
報
、

新
潟
新
聞
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公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内
ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

ディスポート南魚沼

2月の休館日  
毎週月曜日

　ランニングマシン・エアロバイク・油圧式筋力アップマシンの使用法の講習会です。

ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会

日　時　2月19日㈰　12：00～ 13：30 
定　員　6人（事前の申込みが必要）
会　場　ディスポート南魚沼1階　トレーニングルーム
対　象　中学生以上
申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物をご用意ください

受
講
料

会員 無　料

一般 200円

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

社
会
教
育
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

�

☎
７
７
３

－
６
６
３
０

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト［
意
見
募
集
］

第
２
次
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画（
案
）

　
平
成
２９
年
度
～
平
成
３３
年
度
の

第
２
次
南
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
を
、
３
月
末
ま
で
に
策
定
し

ま
す
。
計
画
案
を
公
表
し
、
み
な

さ
ん
の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

市
の
考
え
方
と
と
も
に
、
公
表
し

ま
す
。
た
だ
し
、
個
々
の
意
見
に

直
接
回
答
し
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

閲
覧
・
意
見
募
集
期
間　

　
２
月
６
日
㈪
～
２４
日
㈮

閲
覧
窓
口　

◦�

社
会
教
育
課
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー

◦�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
」
で
検
索
）

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、「
第

２
次
南
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
記

入
し
て
、
次
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

窓�

口
に
持
参　
閲
覧
窓
口
で
受
け

付
け
ま
す
。
用
紙
が
必
要
な
人

は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

郵
送　
〒
９
４
９

－

６
６
８
０

南
魚
沼
市
六
日
町
８
６
５
番
地

南
魚
沼
市
役
所 

社
会
教
育
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
あ
て

Ｆ
Ａ
Ｘ　
７
７
２

－

８
１
６
１

「
社
会
教
育
課
あ
て
」
と
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

市�

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　
入
力
フ
ォ
ー

ム
に
入
力
し
、
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

電
話
や
口
頭
で
は
受
け
付
け
ま

せ
ん

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
よ
う

対�

象　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
（
初
め
て
や
里

帰
り
、
上
の
子
を
連
れ
た
人
、

祖
父
母
も
大
歓
迎
）

料
金　
１
人
１０
円
（
保
険
料
）

申�

込
み　
不
要
（
動
き
や
す
い
服

装
で
直
接
会
場
ま
で
）

第
５
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
時　
２
月
２３
日
㈭ 

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
場　
市
民
会
館 

ホ
ワ
イ
エ　

内�

容　
「
み
～
ん
な
お
い
で
よ
、

ひ
な
ま
つ
り
！
」。
季
節
の
行

事
を
楽
し
み
ま
す
。（
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
）

大
和
地
域
第
４
回「
そ
だ
ち
学
級
」

日
時　
２
月
２５
日
㈯

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
場　
大
和
公
民
館　

内
容　
「
た
の
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
農
業
委
員
会
事
務
局　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
４

認
定
農
業
者
と
農
業
委
員
会

と
の
意
見
交
換
会
、
講
演
会

　

地
域
農
業
の
発
展
を
目
的
に
、

認
定
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
と

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
２５
日
㈯

　
午
後
２
時
～
４
時
３０
分

会
場　
ホ
テ
ル
坂
戸
城

講�

演　
平
成
３０
年
以
降
の
米
政
策

見
直
し
に
つ
い
て

講
師　
（
一
財
）農
政
調
査
委
員
会

　
理
事
長 

吉
田
俊と

し
幸ゆ

き
さ
ん

費
用　
無
料

対
象　
認
定
農
業
者

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

市報 みなみ魚沼　平成29年2月1日発行13
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【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
合
い
ま
し
ょ
う

　
あ
な
た
は
糖
尿
病
や
境
界
型
糖
尿
病
の

可
能
性
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
病
気
は
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
し
、
動
脈
硬
化
や
合
併
症

で
あ
る
脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
・
慢
性
腎
不

全
・
認
知
症
な
ど
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
病
気
を
軽
く
考
え
た
り
、
私
は
大

丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
合
併
症
な
ど

か
ら
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
生
活
を
送
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぎ
、
糖
尿

病
の
早
期
発
見
と
病
気
と
う
ま
く
付
き
合

う
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

健
診
と
精
密
検
査
を
受
け
る

　
住
民
健
診
な
ど
を
受
け
て
、
そ
の
結
果

で
糖
尿
病
の
精
密
検
査
が
必
要
と
さ
れ
た

ら
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
な
受
診　

　
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
ら
定
期
的
に
受

診
し
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・

エ
イ
ワ
ン
シ
ー
）
の
数
値
が
上
昇
し
て
い

な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
内
服
薬
や
注

射
を
処
方
さ
れ
た
人
は
き
ち
ん
と
実
行
し
、

定
期
的
な
受
診
で
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の
数
値
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
連
携
手
帳
を
活
用
す
る

　
糖
尿
病
を
発
病
し
た
ら
、
主
治
医
か
ら

糖
尿
病
連
携
手
帳
（
無
料
）
を
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

　
手
帳
に
は
検
査
結
果
や
治
療
状
況
が
記

載
さ
れ
、
健
康
管
理
に
役
立
ち
ま
す
。
事

故
な
ど
に
あ
っ
た
場
合
に
も
、
そ
の
手
帳

が
医
療
機
関
で
役
立
ち
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
す

　
糖
尿
病
は
、
血
液
中
の
血
糖
値
の
調
整

が
う
ま
く
い
か
ず
高
血
糖
と
な
っ
た
状
態

で
す
。
自
分
の
状
態
に
合
っ
た
食
事
と
活

動
量
を
調
整
し
、「
病
気
を
自
分
で
管
理

す
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
族
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
う

　
家
族
や
周
囲
の
人
に
糖
尿
病
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
、
病
気
の
管
理
に
協
力
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
調
理
で
の
油
や
塩
の
使

用
量
や
飲
酒
、
間
食
な
ど
、
一
人
で
行
う

よ
り
も
、
周
囲
の
協
力
に
よ
っ
て
管
理
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
保
健
課
で
も
栄
養
相
談
や
受
診
相
談
な

ど
が
で
き
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

食
育
の
風

「
食
育
フ
ェ
ア
ー
２
０
１
６
」

　
南
魚
沼
市
健
康
づ
く
り
食
育
推
進
会
議

で
は
、
１１
月
３
日（
木
・
祝
）に
開
催
さ
れ

た
し
お
ざ
わ
秋
の
収
穫
祭
に
、「
食
育

フ
ェ
ア
ー
２
０
１
６
」
を
出
店
し
ま
し
た
。

　
来
場
者
か
ら
食
育
ク
イ
ズ
や
塩
分
濃
度

０
．７
％
の
み
そ
汁
の
試
飲
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
減
塩
の
必
要
性
と
適
塩
生
活

の
工
夫
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

減
塩
を
意
識
し
て
い
る
人
が
多
い
一
方
で
、

３
人
に
１
人
は
試
飲
し
た
み
そ
汁
よ
り
自

宅
の
み
そ
汁
が
濃
い
と
回
答
し
て
い
ま
し

た
。

　
南
魚
沼
市
は
、
国
や
県
と
比
較
し
て
脳

血
管
疾
患
の
死
亡
率
が
高
く
、
高
血
圧
予

防
の
た
め
に
減
塩
に
取
り
組
む
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
魚
沼
市
健
康
づ
く
り
食
育
推
進
会
議

で
は
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
情
報
を
発
信
し
て
行
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
は
平
成
２６
年
度
か
ら

国
の
定
期
接
種
と
な
り
、
対
象
者
に
接
種

券
か
対
象
者
証
明
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
有
効
期
限
も
平
成
３１
年
３
月
３１

日
で
す
が
、
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
義
務
で
は
な
く
、
希

望
す
る
場
合
に
接
種
で
き
、
有
効
期
限
内

に
い
つ
で
も
接
種
券
な
ど
を
使
用
で
き
ま

す
。

　
平
成
２９
年
度
中
に
、
６５
歳
・
７０
歳
・
７５

歳
と
な
る
新
た
な
定
期
接
種
対
象
者
に
、

３
月
末
ま
で
に
接
種
券
を
送
付
し
ま
す
。

　
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
で
、
特
定
の
障
が

い
が
あ
る
人
の
接
種
券
の
有
効
期
限
は
、

平
成
２９
年
３
月
末
で
す
。
今
年
度
中
に
接

種
し
な
か
っ
た
人
に
、
４
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
る
接
種
券
を
新
た
に
送
付
し
ま
す
。

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
と
は

　
糖
尿
病
の
検
査
項
目
で
、
１
～
２

か
月
前
の
血
糖
状
態
を
表
す
数
値
で

す
。
空
腹
時
血
糖
や
随
時
血
糖
と
違

い
、
そ
の
時
の
食
事
の
影
響
を
受
け

ま
せ
ん
。
病
状
管
理
と
し
て
わ
か
り

や
す
い
指
標
で
、
６
．５
以
上
は
糖

尿
病
で
す
。

市報 みなみ魚沼　平成29年2月1日発行 14

け ん こ う ひ ろ ば



【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福

祉
環
境
部 
地
域
保
健
課

�

☎
７
７
２

－

８
１
３
７

心
の
健
康
相
談
会　

　
「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ
こ

も
り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ
い
か

気
持
ち
が
沈
む
」「
お
年
寄
り
の
も

の
忘
れ
」「
認
知
症
」
な
ど
…

　
こ
れ
ら
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人
や
、

そ
の
家
族
な
ど
に
、
専
門
医
（
精
神

科
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
２
月
６
日
㈪

　
午
後
２
時
～
４
時

会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼　

費
用　
無
料

申
込
み　
事
前
予
約
が
必
要

※�

精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合
は
、

相
談
を
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い

【
問
合
せ
】　

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

若
者
支
援
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
」

　
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
や
対
人
関

係
な
ど
の
悩
み
や
苦
手
感
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

少
人
数
グ
ル
ー
プ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方

や
感
じ
方
に
触
れ
な
が
ら
、
交
流
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対�

象　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了

～
３９
歳
の
人

日
時　
２
月
１６
日
㈭

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー
２
階 

音
楽
室

講�

師　
川
島
崇た

か
照あ

き
さ
ん
（
川
島
崇
照

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
オ

フ
ィ
ス
）

申
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

参
加
者
の
感
想

　
こ
こ
に
来
る
こ
と
で
、
自
分
を
確

認
で
き
る
気
が
し
ま
す
。

受付・診療時間 　午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30～ 11：30　〔診療〕 9：00～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30～ 16：00　〔診療〕14：00～
� 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

1日 2日 3日 4日 5日

髙　橋 髙　﨑 髙　橋 堀内 休診 休診

6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日

髙　橋�
田　中 福本 寺田�

福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 休診（祝日） 休診

13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日

髙橋�
田中 田中 福本 寺田 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 薄田 休診 休診

20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日

髙　橋�
田　中 福本 寺田�

福本 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休診

27日 28日 ◦ �2月25日㈯の受付は、医師の都合により11：00までです。
◦�城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。送迎希望は、電話か窓
口でお申し込みください（送迎は午前中のみ）

髙橋�
田中 田中 福本 寺田�

福本

2月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

南魚沼地域自殺対策キャッチフレーズ
育てます 命を守る 地域の絆

きづなちゃん
こころちゃん
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【
問
合
せ
】�

子
育
て
支
援
課

　
こ
ど
も
家
庭
支
援
班

�

☎
７
７
３

－

６
８
２
２

２
月
は
児
童
手
当
・ 

特
例
給
付
の
支
給
月
で
す 

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
指
定

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

振
込
日　
２
月
１０
日
㈮

対�

象
月　
平
成
２８
年
１０
月
～

　
平
成
２９
年
１
月
分

児
童
手
当
の
支
給
額

３
歳
未
満
の
児
童

一
律　
１
５
，０
０
０
円

３
歳
〜
小
学
６
年
生
の
児
童

第
１
・
２
子　
１
０
，０
０
０
円

第
３
子
以
降　
１
５
，０
０
０
円

中
学
生

一
律　
１
０
，０
０
０
円

特
例
給
付

一�

律
５
，０
０
０
円
（
所
得
制
限

限
度
額
超
過
の
受
給
者
に
支

給
）

※�

い
ず
れ
も
、
児
童
一
人
当
た
り

の
月
額
。
現
況
届
が
未
提
出
の

人
は
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す

【
問
合
せ
】
市
民
課 

市
民
係　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

住
基
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
一
時
停
止

　
電
子
機
器
更
改
の
た
め
、
全
庁

舎
で
終
日
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
、
広
域
交
付
住
民
票

申
請
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
な
ど
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
日　
２
月
７
日
㈫
・
８
日
㈬

【
問
合
せ
】

�　
南
魚
沼
市

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー�

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

�　
大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
７

－

３
１
１
１

�　
塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
８
２

－

０
２
５
２

２
月
は

高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間

　
天
候
が
悪
い
日
が
多
い
２
月
に
、

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
見
守
り
活
動

を
実
践
し
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
見
守
り
３

活
動

あ
い
さ
つ
ご
近
所
で
声
を
か
け

合
う

気
く
ば
り
地
域
で
さ
り
げ
な
く

見
守
る

助
け
合
い
普
段
と
違
う
こ
と
が

な
い
か
目
を
配
る

小
さ
な
気
づ
き
か
ら
高
齢
者
虐

待
を
予
防
し
よ
う

　
認
知
症
の
発
症
や
、
介
護
が
必

要
に
な
る
と
家
族
の
暮
ら
し
も
大

き
く
変
化
し
ま
す
。「
介
護
が
大

変
で
困
っ
て
い
る
」
と
感
じ
て
も

周
囲
に
相
談
で
き
ず
、
そ
の
ス
ト

レ
ス
か
ら
無
意
識
に
高
齢
者
を
虐

待
す
る
事
例
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
身
近
な
人
の
小
さ
な
困
り
ご
と

に
気
づ
き
、
手
を
差
し
伸
べ
る
こ

と
で
、
高
齢
者
虐
待
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

高
齢
者
の
虐
待
相
談
は
、
お
近
く

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
地
域
の
中
で
気
に
な
る
こ
と
や
、

心
配
ご
と
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
内
容
や
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

障
が
い
者
虐
待
の
防
止

　
障
が
い
者
虐
待
は
、
家
族
や
親

族
、
福
祉
施
設
の
職
員
、
障
が
い

者
を
雇
用
す
る
事
業
主
な
ど
が
行

う
次
の
行
為
で
す
。

身�

体
的
虐
待　
暴
力
や
体
罰
に
よ

り
傷
や
痛
み
を
与
え
る
。
体
を

縛
っ
た
り
、
過
剰
な
投
薬
に
よ

り
、
動
き
を
抑
制
す
る
。

性�

的
虐
待　
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
。

心�

理
的
虐
待　
脅
し
・
侮
辱
な
ど

の
言
葉
や
態
度
、
無
視
・
嫌
が

ら
せ
な
ど
で
精
神
的
に
苦
痛
を

与
え
る
。

放�

棄
・
放
任　
食
事
や
排
泄
、
入

浴
、
洗
濯
な
ど
必
要
な
世
話
や

介
助
を
し
な
い
。
必
要
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
医
療
、
教
育
を
受

け
さ
せ
な
い
。

経�

済
的
虐
待　
同
意
を
得
な
い
・

だ
ま
す
な
ど
し
て
財
産
や
年
金
、

賃
金
を
使
う
な
ど
、
本
人
が
望

ま
な
い
用
途
に
金
銭
を
使
用
す

る
。

　
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
尊
厳
を
保
ち
生
活
す
る
た
め
に

は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

す
。
障
が
い
者
虐
待
の
未
然
防

止
・
早
期
発
見
・
迅
速
な
対
応
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
通

報
・
届
出
・
相
談
窓
口

◦�

平
日
の
日
中
（
午
前
８
時
３０
分

～
午
後
５
時
１５
分
）

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

◦�
休
日
と
夜
間
（
午
後
５
時
１５
分

～
翌
日
午
前
８
時
３０
分
）

　
本
庁
舎
当
直

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

※�

休
日
・
夜
間
の
緊
急
相
談
な
ど

は
、
当
直
員
が
受
理
し
、
速
や

か
に
福
祉
課
に
連
絡
し
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
６

「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

～
秘
密
厳
守
～

　
義
務
教
育
終
了
～
３９
歳
の
困
難

を
抱
え
た
若
者
を
支
援
す
る
た
め

に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

対�

象　

市
内
在
住
の
発
達
障
が

い
・
不
登
校
・
ニ
ー
ト
・
ひ
き

こ
も
り
な
ど
で
お
悩
み
の
若
者

と
そ
の
家
族

日
時　
２
月
２１
日
㈫

　
午
後
２
時
～
３
時　

会�

場　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

セ
ン
タ
ー
１
階 

相
談
室

締
切
り　
２
月
１７
日
㈮

※�

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

相
談
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相
談

に
、
随
時
応
じ
ま
す

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲

板
示
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【
問
合
せ
】

　
新
潟
日
報
社 
長
岡
支
社　

�

☎
０
２
５
８

－

３
４

－

９
６
６
２

　
学
校
教
育
課　

�

☎
７
７
７

－

３
１
１
８

新
一
年
生

　
ご
入
学
お
め
で
と
う
大
会 

南
魚
沼
会
場 

　
こ
の
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る

児
童
と
保
護
者
を
招
き
、
学
校
生

活
な
ど
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
う

集
い
で
す
。
現
１
年
生
に
よ
る
学

校
紹
介
や
交
通
安
全
指
導
、「
ド

ラ
え
も
ん
」
の
映
画
上
映
、
抽
選

会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
３
月
４
日
㈯

　
午
後
１
時
３０
分
～

会
場　
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル

費�

用　
無
料
（
各
小
学
校
の
一
日

入
学
時
に
配
布
す
る
招
待
券
が

必
要
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る『
消
費
生
活
』

無
料
法
律
相
談

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
１
件
約
３０
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す

日
時　
２
月
２３
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
本
庁
舎 

南
分
館

　
１
階 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み
な

さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
身
近

な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
小
千
谷
税
務
署　

�

☎
０
２
５
８

－

８
３

－

２
０
９
０

【
自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
】

小
千
谷
税
務
署

「
確
定
申
告
」�会
場
と
注
意
点

確
定
申
告
会
場　

会�

場　
小
千
谷
市
総
合
産
業
会
館

サ
ン
プ
ラ
ザ
３
階
〔
小
千
谷
市

城
内
〕

※�

駐
車
場
が
混
雑
し
ま
す
。
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

期
間　
２
月
１６
日
㈭
～

　
３
月
１５
日
㈬
（
土
日
を
除
く
）

※�

こ
の
期
間
、
小
千
谷
税
務
署
で

は
、
申
告
相
談
を
行
い
ま
せ
ん

受�

付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４

時
（
混
雑
状
況
で
早
め
に
受
付

を
終
了
す
る
場
合
あ
り
）

※�

申
告
は
、
自
分
で
パ
ソ
コ
ン
を

操
作
し
て
の
作
成
が
基
本
で
す

確
定
申
告
書
の
復
興
特
別
所
得

税
額
の
記
載
漏
れ
に
注
意

　
所
得
税
と
併
せ
て
復
興
特
別
所

得
税
［
～
平
成
４９
年
分
ま
で
］
の

申
告
と
納
付
が
必
要
で
す
。
税
額

は
、
基
準
所
得
税
額
に
税
率
２
．

１
％
を
掛
け
て
計
算
し
た
額
で
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
申

告
相
談

　
控
除
を
初
め
て
受
け
る
場
合
と

昨
年
以
前
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る

場
合
で
は
、
源
泉
徴
収
票
や
収
支

内
訳
書
な
ど
の
ほ
か
に
、
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
に
必
要
な
書
類

と
申
告
会
場
が
異
な
り
ま
す
。

初
め
て
受
け
る
場
合
　

控
除
に
必
要
な
書
類　

①�

家
屋
・
土
地
な
ど
の
登
記
事
項

証
明
書 

②�

工
事
請
負
契
約
書
な
ど
、
取
得

価
格
が
わ
か
る
書
類
の
写
し 

③
住
民
票
の
写
し 

④�

借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

※�

増
改
築
の
場
合
は
「
建
築
確
認

済
証
（
検
査
済
証
）」
の
写
し

か
、
建
築
士
が
発
行
し
た
「
増

改
築
等
工
事
証
明
書
」
が
必
要

申�

告
会
場　
小
千
谷
税
務
署
の
確

定
申
告
会
場

昨
年
以
前
に
受
け
た
こ
と
が
あ

る
場
合　
　
　
　
　
　
　
　
　

控
除
に
必
要
な
書
類　

①
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書 

②�

給
与
所
得
者
の
（
特
定
増
改
築

等
）
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

申
告
書

申�

告
会
場　
小
千
谷
税
務
署
の
確

定
申
告
会
場
か
、
市
の
申
告
会

場
〔
市
民
会
館
〕

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
新
潟
県
病
院
局 

総
務
課

�

☎
０
２
５

－

２
８
０

－

５
５
５
５

県
有
財
産
の
売
却

　
旧
県
立
六
日
町
病
院
の
医
師
公

舎
跡
地
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
売
却
し
ま
す
。

売
却
物
件
（
土
地
）　

所�

在　
南
魚
沼
市
小
栗
山
１
２
５

３
番
地
１
〔
栄
町
〕

地
目　
宅
地

面
積　
５
２
８
．１
４
㎡

現
地
説
明
会（
事
前
申
込
み
制
）

日
時　
２
月
１０
日
㈮

会
場　
売
却
物
件
所
在
地

入
札

日
時　
２
月
１７
日
㈮

会
場　
南
魚
沼
地
域
振
興
局
３
階

　
第
３
会
議
室

　
売
却
物
件
・
入
札
に
関
す
る
案

内
書
を
、
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

企
画
振
興
部 

総
務
課
と
新
潟
県

病
院
局 

総
務
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。（
新
潟
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。「
県

有
地
の
売
却 

病
院
局
」
で
検
索
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

す
ま
い
る

ネ
ッ
ト
南
魚
沼 

事
務
局　

�

☎
７
７
７

－

２
８
３
４ 

学
童
保
育
準
補
助
員
を
募
集

　
す
ま
い
る
ネ
ッ
ト
で
は
、
市
か

ら
の
委
託
を
受
け
て
市
内
１３
の
学

童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
な
ど
に
小
学
１
年
生
～

６
年
生
の
児
童
を
保
育
す
る
学
童

保
育
準
補
助
員
（
正
職
員
）
を
募

集
し
ま
す
。

　
勤
務
地
・
勤
務
時
間
な
ど
の
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
員　
１０
人

※�

資
格
不
要
。
た
だ
し
、
保
育
士
、

教
諭
の
資
格
者
を
歓
迎
し
ま
す

採
用
時
期　
４
月
１
日
㈯
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
〒
９
４
９

－

６
６
３
６

　
南
魚
沼
市
小
栗
山
３
０
３

－

１

　

�

南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会 

総
務
係　

�

☎
７
７
３

－

６
９
１
１

南
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職
員
を
募
集

募
集
人
数　
１
人

応�

募
資
格　
看
護
師
か
、
准
看
護

師
資
格
を
持
つ
人

業�

務
内
容　
入
所
者
の
薬
の
管
理
、

病
院
介
助
、
医
師
と
の
連
絡
調

整
、
日
常
生
活
支
援
な
ど

勤�

務
地　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
魚
沼

荘
〔
長
森
〕

勤�

務
時
間　
午
前
８
時
３０
分
～
午

後
５
時
１５
分
の
内
、
３
時
間
以

上
申�

込
み　
履
歴
書
と
資
格
証
の
写

し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試

験
日
時
・
面
接
日
な
ど
を
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

給
与
や
採
用
予
定
日
な
ど
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
新
潟
労
働
局

　
労
働
基
準
部 

賃
金
室　

�

☎
０
２
５

－

２
８
８

－

３
５
０
４

新
潟
県
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　
使
用
者
・
労
働
者
と
も
に
、
改

正
額
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

南
魚
沼
市
地
域
産
業
支
援
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
商
工
観

光
課 

商
工
振
興
班
）　

�

☎
７
７
３

－
６
６
６
５ 

市
内
企
業
異
業
種
交
流
会

（
技
術
開
発
懇
談
会
）

　
雪
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
在
の

活
用
事
例
と
今
後
の
可
能
性
に
つ

い
て
講
演
し
ま
す
。
そ
の
後
、
講

師
や
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
人
と
の

情
報
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

期
日　
２
月
２７
日
㈪

会
場　
ホ
テ
ル
坂
戸
城

締
切
り　
２
月
２０
日
㈪

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
一
部
）

時
間　
午
後
３
時
～
５
時
３０
分

講�
師　
（
公
財
）雪
だ
る
ま
財
団

チ
ー
フ
ス
ノ
ー
マ
ン 

伊
藤 

親よ
し

臣お
み

さ
ん
、
長
岡
技
術
科
学
大
学

教
授 
上
村 
靖せ

い
司じ

さ
ん
ほ
か

費
用　
無
料

情
報
交
換
会
（
二
部
）

時
間　
午
後
５
時
３０
分
～

　
７
時
３０
分

費
用　
５
，０
０
０
円

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

�

新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル　

�

☎
０
２
５

－

７
９
４

－

２
４
１
０

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
３
「
Ｒ
Ｃ

造
の
平
面
図
作
成
」
講
習

　
在
職
者
を
対
象
に
、
Ｊ
ｗ

－

ｃ

ａ
ｄ
を
使
い
Ｒ
Ｃ
造
住
宅
の
平
面

図
作
成
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

期
日　
３
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会�

場　

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

〔
魚
沼
市
堀
之
内
〕

定
員　
１０
人

費
用　
２
，４
０
０
円　
　

　
「
高
校
生
か
ら
始
め
る
Ｊ
ｗ

－

ｃ
ａ
ｄ
建
築
製
図
入
門
（
Ｒ
Ｃ
造

編
」（
発
行
：
㈱
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ

ジ
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
用
紙
は
、
魚
沼
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
問
合
せ
先

に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
北
里
大
学
保
健
衛

生
専
門
学
院 

事
務
室

�

☎
７
７
９
‐
４
５
１
１

公
開
講
演
会
「
見
る
こ
と
の

偉
大
さ
と
危
う
さ

～
立
体
錯
視
か
ら
学
ぶ�

�

目
の
不
思
議
～
」
開
催

　
池
田
記
念
美
術
館
で
開
催
中
の

特
別
展
「
錯
覚
展 

不
可
能
立
体

の
不
条
理
世
界
」
と
の
提
携
企
画

の
講
演
会
で
す
。「
錯
視
」
を

テ
ー
マ
に
、
脳
が
な
ぜ
実
際
と
は

違
う
よ
う
に
認
識
す
る
の
か
を
考

え
ま
す
。

日�

時　
２
月
４
日
㈯

　
午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

　
（
開
場
： 

午
後
１
時
）

会�

場　
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門

学
院 

北
里
ホ
ー
ル 

視
聴
覚
講

義
室

講�

師　
明
治
大
学
先
端
数
理
科
学

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
特
任
教

授 

杉
原 

厚こ
う

吉き
ち

さ
ん

費
用　
無
料

※
事
前
申
込
み
不
要

種　別 時間額 効力発生日
新潟県最低賃金
※新潟県で働くすべての労働者に適用 753円 平成28年10月１日

新潟県電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業最低賃金 852円 平成28年12月24日

新潟県各種商品小売業最低賃金 800円 平成28年12月18日

新潟県自動車（新車）、自動車部品・附属品小
売業最低賃金 859円 平成28年12月31日
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� News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

雪見展が開催されました1月8日㈰・9日（月・祝）
　池田記念美術館〔天王町〕を会場に、真冬のクラフトマーケット「雪
見展」が開催されました。多くの人が訪れ、手作りの雑貨や食べ物など
を手にとりながら、お店の人との会話を弾ませていました。訪れた家族
などは、お店でカレーや焼き菓子など購入し、会場内のテーブルで仲よ
く魚沼グルメを楽しんでいました。
　ワークショップでは、多くの子どもたちが缶バッチや木工玩具に絵を
描いたり、色を塗ったりし、楽しそうに作品を作っていました。

新春初市が開催されました1月5日㈭
　㈱魚沼食品流通センター〔川窪〕で、平成29年の新春初市が開催さ
れました。手締めと乾杯の後に恒例の宝船の初競りが行われ、用意され
た野菜や果物、魚などが盛られた宝船は次々に競り落とされました。そ
の後、水産物や野菜などの取引が一斉に始められました。
　林市長はあいさつで、「市場が活気づくことで、市も盛り上がってい
くと思います。市のさまざまな課題にひとつひとつ取り組み、みなさん
とともに市を盛り上げていきたいと思います」と、語りました。

新潟県警察本部「ゆきつばき号」が塩沢保育園に来園平成28年12月20日㈫
　新潟県警察本部の交通安全教育車「ゆきつばき号」が塩沢保育園に来
園し、交通安全教室を開催しました。保護者も参加し、親子24組が交
通安全について学びました。
　「みんなが一つだけ持っている大切なものは何かな？」という講師の
問いかけで始まり、園児たちは「命」「心」と、元気に答えていました。
講師は、講話、腹話術、道路横断の練習、交通安全に関する体操を次々
に行い、安全確認の方法などを伝えました。

大巻小学校で英語を使った日本の昔あそびの授業が行われました平成28年12月9日㈮
　5年生が、「日本の昔あそびを楽しもう」という国際科の授業で、英
語で福笑いを行いました。先生やALT（外国語指導助手）から、目や
鼻など顔の部位の動かし方や、表情の言い方の説明を受けた後、4グ
ループに分かれて福笑いに挑戦しました。
　目隠しをした児童に、同じグループの児童が大きな声で目や鼻などの
動かし方を英語で伝えていました。できあがった顔がおかしな表情だと、
グループ全体に大きな笑いが走り、とても盛り上がっていました。

人命救助者に感謝状を贈りました平成28年12月6日㈫
　南魚沼市消防署は、長崎地内で発生した家屋の火災現場で人命を救助
した髙橋庚

こう

作
さく

さん〔中之島〕と小野塚正
まさ

道
みち

さん〔中之島〕に消防長表彰
を行い、感謝状を贈りました。
　髙橋さんと小野塚さんは、「まだ屋内に人がいる」との訴えを聞き、
延焼中の建物内に入り、取り残された住人を無事に屋外に運び出しまし
た。
　阿部消防長は、「救助が遅れていれば、どうなっていたかわかりませ
ん。本当に感謝しています」と、謝意を伝えました。
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今月の表紙
　1月12日㈭、三用小学校で行われた新年の書初め大会。
児童たちは、真剣なまなざしで習字に取り組みました。

2月 のカレンダー

行政
困りごと

相談

2月13日㈪　13：30 ～ 15：30　�働く婦人の家〔浦佐〕
2月16日㈭　13：30 ～ 15：30　��本庁舎
2月21日㈫　13：30 ～ 16：00　�塩沢老人福祉センター
【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

救急医療のかかり方
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
⃝南魚沼市民病院　☎788－1222
⃝魚沼基幹病院　☎777－3200
⃝齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
② 指示通りに受診する
・電話での指示に従って受診してください。
・�スタッフの状況などで、症状に応じて他の医療機関
を案内する場合があります。

・�緊急度や重症度の高い順に対応するため、診療の順
番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。

・�休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
できるだけ通常の診療時間内に受診してください。

⃝新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（＃8000でも可）
　夜間に子どもの具合が悪くなったとき（発熱、嘔吐、
下痢など）にご利用ください。
・時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773－6811

　昨冬に続き今冬も少雪で始まり、1月には今季最強
といわれた寒波が猛威を振るいました。昨年末、
「2016年の世界の年平均気温は、統計を開始した
1891年以降、過去最高値を更新した」と、報道があ
りました。少雪から一気に大雪に変わった景色を目の
当たりにすると、温暖化による影響ではないかと改め
て感じます。
　少雪でも大雪でも、この地では経済的に打撃を受け
ます。冬季のみならず、気候の変化によって大災害が
起きないことを願います。� （秘書広報課　阿部）

編集後記

救 急 医 療

市民の動き
平成28年
12月末日現在（ ）

◦人口 58,303人（先月比 －3）
◦男　 28,515人（先月比 －6）
◦女　 29,788人（先月比 ＋3）
◦世帯数 19,901戸（先月比 －7）

日にち 行事名・時間・会場など

11日
（土・祝）

第67回南魚沼市雪まつり
12：00 ～21：00　魚野川河川敷特設会場

12日㈰
第67回南魚沼市雪まつり
10：00 ～15：00　魚野川河川敷特設会場

18日㈯

しおざわ雪譜まつり
11：00 ～20：30　鈴木牧之記念館周辺

読書のつどい『やさしい、にゃーご』
14：00 ～15：30　図書館 多目的室

19日㈰

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00 ～15：00　エフエム雪国

ノルウェー大使杯争奪スキー大会
8：20 ～13：30　欠之上クロスカントリーコース

20日㈪
生活習慣病予防 健康相談会（栄養士）
14：00 ～15：00　図書館 ボランティア室

24日㈮
乳幼児親子おはなしの会「えほんであ
そぼ」～おひなさまをつくろう！～
10：00 ～11：30　大和公民館

25日㈯
読み聞かせライブ「おはなしのじかん」
11：00 ～11：30　図書館 多目的室

26日㈰
レルヒカップ・長岡将軍杯争奪大回転
競技大会
9：30 ～16：00　シャトー塩沢スキー場

27日㈪
第2回農業委員会総会
9：30 ～　大和庁舎３階 旧議場

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育
児相談」などにご利用ください。
対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
時間　9：30～ 15：30

大和会場　大和庁舎（3階）
　毎週 月・火・木曜日

　2月16日㈭　10：30～
　支援講座「乳幼児の食事」
　講師：栄養士

六日町会場　ふれ愛支援センター（2階）
　毎週 月～土曜日

　2月22日㈬　10：30～
　支援講座「乳幼児の食事」
　講師：栄養士

塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2階）
　毎週 火・水・金曜日

　2月15日㈬　10：30～
　支援講座「乳幼児の食事」
　講師：栄養士

どの会場にも参加できます。予約は不要です
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

ほのぼの広場
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